
❶2020年10月3日開通した国道57号北側復旧ルート ❷JR豊肥本線
全線開通でより人気を得る特急「あそぼーい！」  ❸国道57号北側復旧
ルート開通式 ❹国道57号（現道）開通セレモニー ❺秋の風物「雲海」 
❻阿蘇神社横参道に続く「門前町通り」

❹

❻ ❺

　
九
州
中
央
部
に
位
置
す
る
熊

本
県
阿
蘇
市
。噴
煙
が
立
ち
上

る
活
火
山「
阿
蘇
山
」が
中
央
に

位
置
す
る
世
界
最
大
級
の
カ
ル

デ
ラ
の
大
地
で
す
。そ
の
カ
ル
デ

ラ
内
に
人
々
が
暮
ら
す
と
い
う
世

界
的
に
稀
な
環
境
を
持
つ
ま
ち

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、２
０
１
６
年
の
熊
本

地
震
は
、の
ど
か
な
阿
蘇
地
域

を
震
撼
さ
せ
ま
し
た
。

　
2
0
0
0
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
阿
蘇
神
社
の
倒
壊
、南
阿

蘇
村
立
野
地
区
で
発
生
し
た
山

崩
れ
で
は
、国
道
57
号
、阿
蘇
大

橋
、Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
を
の
み
込

む
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。復
旧
工

事
の
長
期
化
を
予
測
し
た
国
土

交
通
省
は
、ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
別

ル
ー
ト
で
の
道
路
整
備
を
決
断
。

カ
ル
デ
ラ
壁
を
貫
通
す
る
二
重

峠
ト
ン
ネ
ル
の
着
工
へ
と
至
り
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、２
０
２
０
年
10
月
３

日
、国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー

ト（
延
長
13
㎞
）が
開
通
し
ま
し

た
。ま
た
同
日
、現
道
の
国
道
57

号
も
復
旧
し
、各
道
路
で
祝
い
の

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
本
の
大
動
脈
の
開
通
で
ア

ク
セ
ス
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、

今
ま
で
以
上
に
観
光
や
宿
泊
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。

現
道
も
復
旧

道
路
が
増
え
移
動
時
間
も
短
縮

阿
蘇
市

熊
本
県

A
S
O

　C
I
T
Y

阿蘇市

熊本県

❶

❷

❸

（寄稿：熊本県阿蘇市）

トンネルを抜けたら目の前に阿蘇山
「国道57号北側復旧ルート」開通
阿蘇がグッと近くなりました
2020年10月3日、主要幹線が1本増えた形で開通。8月
8日にはJR豊肥本線も復旧・開通しており、九州横軸
の交通アクセスが4年半ぶりに復活しました。
早速、入込みが増し活気づく阿蘇。
訪れたくなる魅力をご紹介します。
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15

　
広
大
な
草
原
の
中
を
颯
爽

と
走
る
シ
ー
ン
な
ど
自
動
車
の

Ｃ
Ｍ
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
阿

蘇
の
道
。ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
、や
ま

な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
、阿
蘇
パ
ノ
ラ

マ
ラ
イ
ン
が
人
気
の
ド
ラ
イ
ブ

ロ
ー
ド
で
、バ
イ
ク
雑
誌
の
走

り
た
い
道
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
10

位
内
に
４
ヵ
所
が
入
る
バ
イ
ク

の
聖
地
で
も
あ
り
ま
す
。 １
位

を
獲
得
し
た「
阿
蘇
パ
ノ
ラ
マ

ラ
イ
ン
」は
、阿
蘇
山
上
か
ら

阿
蘇
駅
前
交
差
点
ま
で
を
結

ぶ
県
道
1
1
1
号
で
、阿
蘇
ユ

ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
を
象

徴
す
る
絶
景
を
堪
能
で
き
ま

す
。サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
と

し
て
も
人
気
で
、火
口
ま
で
上

が
っ
て
く
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
も

多
く
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
一
の
草
地
面
積
、阿
蘇

く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
。風
で
草

が
大
海
原
の
波
の
よ
う
に
な
び
く

シ
ー
ン
は
見
る
価
値
あ
り
で
す
。

　
草
地
の
下
に
は
、黒
ボ
ク
土

と
呼
ば
れ
る
火
山
灰
と
有
機

物
で
構
成
さ
れ
た
黒
い
土
が

あ
り
ま
す
。草
原
の
植
物
に
由

来
す
る
有
機
物
と
野
焼
き
で

燃
え
残
っ
た
炭
が
土
の
中
に
数

千
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し
て
い

ま
す
。つ
ま
り
、草
原
は
地
球

温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
、さ
ら

に
こ
の
黒
ボ
ク
土
が
天
然
の

フ
ィ
ル
タ
ー
と
な
っ
て
雨
を
ろ

過
し
、清
浄
な
地
下
水
と
な

り
、九
州
6
河
川（
大
野
川
、

五
ヶ
瀬
川
、緑
川
、白
川
、菊
池

川
、筑
後
川
）の
源
流
へ
と
つ
な

が
って
い
ま
す
。

　
水
、温
泉
、肥
沃
な
大
地
。

こ
う
し
た
数
々
の
阿
蘇
の
恵
を

多
く
の
方
々
に
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
努
め
る
そ
の
過
程

で
、改
め
て
、阿
蘇
の
観
光
と

は
、自
然
環
境
保
全
か
ら
切
り

離
せ
な
い
も
の
だ
と
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
す
。熊
本
地
震
か
ら
の

創
造
的
復
興
、持
続
可
能
な

阿
蘇
観
光
の
根
幹
に
掲
げ
ら

れ
る
テ
ー
マ
で
す
。

　　
阿
蘇
中
岳
火
口
の
活
動
が

よ
う
や
く
鎮
静
化
し
、1
年

４
ヶ
月
ぶ
り
に
火
口
見
学
を
再

開
し
ま
し
た
。見
学
の
醍
醐
味

は
活
動
中
の
直
径
6
0
0ｍ
の

第
1
火
口
が
覗
き
見
ら
れ
る
こ

と
。そ
の
他
に
も
近
く
に
６
つ

あ
る
旧
火
口
や
砂
千
里
ヶ
浜
も

「
火
星
っ
ぽ
い
」と
若
者
か
ら
人

気
で
す
。残
念
な
が
ら
、阿
蘇

山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
は
復
旧
を
断

念
さ
れ
ま
し
た
が
、火
口
周
辺

で
は
新
た
な
切
り
口
で
山
岳

信
仰
の
歴
史
か
ら
な
る
環
境

づ
く
り
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
拠

点
化
な
ど
を
ス
タ
ー
ト
。阿
蘇

山
上
全
体
で
は
、キ
ャ
タ
ピ

ラ
ー
車
で
急
斜
面
を
走
る
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ッ
ク
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
遊
覧
、乗
馬
が
楽
し

め
ま
す
。ま
た
、国
の
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
を
一
階
に
設
け
る
阿

蘇
火
山
博
物
館
で
は
火
口
の

ラ
イ
ブ
映
像
や
Ｖ
Ｒ
を
取
り

入
れ
、迫
力
感
が
一
層
ア
ッ
プ
。

草
千
里
ヶ
浜
に
並
ぶ
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
特
産
の
あ
か
牛
料
理
が

充
実
し
て
い
ま
す
。

　　
阿
蘇
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

に
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
岩
場
を
降

り
る
ラ
ぺ
リ
ン
グ
が
加
わ
り
ま

し
た
。イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、

元
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
方
々
な
の

で
、初
心
者
で
も
安
心
し
て
楽

し
め
ま
す
。そ
の
ほ
か
大
観
峰

近
く
の
専
用
の
草
地
で
行
わ
れ

る
天
空
ヨ
ガ
、パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
や
熱
気
球
、沢
登
り
な
ど

様
々
な
体
験
が
で
き
ま
す
。西

日
本
一
の
メ
ニュ
ー
数
を
持
つ

阿
蘇
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド
に
問

い
合
わ
せ
る
と
、好
み
に
合
わ
せ

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、宿
泊
者
限
定
の
体
験
で

は
、溶
岩
ト
ン
ネ
ル
探
検
ツ

ア
ー
、早
朝
涅
槃
像
雲
海
ツ

ア
ー
な
ど
7
種
の
特
別
ツ
ア
ー

を
阿
蘇
温
泉
観
光
旅
館
協
同

組
合
が
催
行
中
で
す
。

　
こ
の
時
期
お
得
な
Go
To

キ
ャン
ペ
ー
ン
や
地
域
共
通
ク
ー

ポ
ン
を
利
用
し
て
ぜ
ひ
お
試
し

く
だ
さ
い
。

滞在＆仕事。「阿蘇でワーケーション
したい」の期待に沿います!

羽
を
伸
ば
し
に
阿
蘇
へ

体
に
い
い
。空
気
・
水
・
温
泉

阿
蘇
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

宝
庫
。女
性
も
楽
し
め
る

メ
ニ
ュ
ー
増

❼秋ドライブ一押しススキの風景 
❽阿蘇パノラマサイクリング ❾阿
蘇五岳を正面に眺める内牧温泉 
10阿蘇火山博物館 11名物「あか
牛丼」 12仙酔峡ミヤマキリシマ 
13阿蘇中岳火口見学

高
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
阿
蘇
山
！

火
口
見
学
で
は「
7
つ
の
火
口
」

と「
砂
千
里
ヶ
浜
」

　「３密を避けるため」、「GoToキャンペーンの有効
活用」など理由は様々ですが、阿蘇市でもワーケー
ションの受け入れが増えています。
　内牧温泉街に無料で利用できるワーキングス
ペースがありますが、更なる充実のために、環境省
のワーケーション事業を活用し、子どもの預りや遊び
の磨き上げ、食事の多様化など長期滞在時のニー
ズ対応に向け体制を整えています。

14アドベンチャートラック 15溶岩トンネル体験ツアー 16トレッキング 17ヘリコ
プター遊覧 18天空ヨガ 19熱気球

❼

❽

❾

10 11

13

12

16 17

18 19
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切
り
口
で
山
岳

信
仰
の
歴
史
か
ら
な
る
環
境

づ
く
り
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
拠

点
化
な
ど
を
ス
タ
ー
ト
。阿
蘇

山
上
全
体
で
は
、キ
ャ
タ
ピ

ラ
ー
車
で
急
斜
面
を
走
る
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ッ
ク
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
遊
覧
、乗
馬
が
楽
し

め
ま
す
。ま
た
、国
の
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
を
一
階
に
設
け
る
阿

蘇
火
山
博
物
館
で
は
火
口
の

ラ
イ
ブ
映
像
や
Ｖ
Ｒ
を
取
り

入
れ
、迫
力
感
が
一
層
ア
ッ
プ
。

草
千
里
ヶ
浜
に
並
ぶ
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
特
産
の
あ
か
牛
料
理
が

充
実
し
て
い
ま
す
。

　　
阿
蘇
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

に
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
岩
場
を
降

り
る
ラ
ぺ
リ
ン
グ
が
加
わ
り
ま

し
た
。イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、

元
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
方
々
な
の

で
、初
心
者
で
も
安
心
し
て
楽

し
め
ま
す
。そ
の
ほ
か
大
観
峰

近
く
の
専
用
の
草
地
で
行
わ
れ

る
天
空
ヨ
ガ
、パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
や
熱
気
球
、沢
登
り
な
ど

様
々
な
体
験
が
で
き
ま
す
。西

日
本
一
の
メ
ニュ
ー
数
を
持
つ

阿
蘇
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド
に
問

い
合
わ
せ
る
と
、好
み
に
合
わ
せ

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、宿
泊
者
限
定
の
体
験
で

は
、溶
岩
ト
ン
ネ
ル
探
検
ツ

ア
ー
、早
朝
涅
槃
像
雲
海
ツ

ア
ー
な
ど
7
種
の
特
別
ツ
ア
ー

を
阿
蘇
温
泉
観
光
旅
館
協
同

組
合
が
催
行
中
で
す
。

　
こ
の
時
期
お
得
な
Go
To

キ
ャン
ペ
ー
ン
や
地
域
共
通
ク
ー

ポ
ン
を
利
用
し
て
ぜ
ひ
お
試
し

く
だ
さ
い
。

滞在＆仕事。「阿蘇でワーケーション
したい」の期待に沿います!

羽
を
伸
ば
し
に
阿
蘇
へ

体
に
い
い
。空
気
・
水
・
温
泉

阿
蘇
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

宝
庫
。女
性
も
楽
し
め
る

メ
ニ
ュ
ー
増

❼秋ドライブ一押しススキの風景 
❽阿蘇パノラマサイクリング ❾阿
蘇五岳を正面に眺める内牧温泉 
10阿蘇火山博物館 11名物「あか
牛丼」 12仙酔峡ミヤマキリシマ 
13阿蘇中岳火口見学

高
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
阿
蘇
山
！

火
口
見
学
で
は「
7
つ
の
火
口
」

と「
砂
千
里
ヶ
浜
」

　「３密を避けるため」、「GoToキャンペーンの有効
活用」など理由は様々ですが、阿蘇市でもワーケー
ションの受け入れが増えています。
　内牧温泉街に無料で利用できるワーキングス
ペースがありますが、更なる充実のために、環境省
のワーケーション事業を活用し、子どもの預りや遊び
の磨き上げ、食事の多様化など長期滞在時のニー
ズ対応に向け体制を整えています。

14アドベンチャートラック 15溶岩トンネル体験ツアー 16トレッキング 17ヘリコ
プター遊覧 18天空ヨガ 19熱気球
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